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エンジニアリング・デザイン教育に関するレポート
JABEEでは、エンジニアリング・デザイン能力は技術者教育を特徴づける極めて重要な要素と位置付けている。この方針に従い、情報技術専修コースでは、ソフトウェア工学演習IV、機械電子制御工学演習IV、システム数理演習IV、システム創成演習IV、情報システム数理演習IV (以下、演習IV)をエンジニアリング・デザイン能力涵養のための重要な科目と考えている。演習IVの履修によるエンジニアリング・デザイン能力習得の達成度確認のために、以下のレポートを速やかに作成し、指導教員に提出すること。

以下の1～4の評価項目については、達成度(◎、○、△、×)を記入し、具体的な内容について簡潔に記述すること。

※シラバス，ならびに，情報技術専修コースの資料を適宜参照すること。

	1. デザイン能力に関して具体的な達成目標を設定したか。                      
	達成度
	◎

	技術的な解決を考えるだけではなく、どのようなシステムを作るのかの過程を意識し、一つひとつの過程を段階的に進めていけるということを目標とした。大学で様々な知識を学んでいるが、実際にそれらを使いさらには自分で考えるという機会は少ない。過程を知り、経験を積まなければ実際に学んだ知識の活かし方が分からないかもしれない。過程を意識することで発想や知識の取り込みミスが起こらずより良いものづくりにつながると考え上記の目標とした。

	2. デザインあるいは問題解決策についての学習を行ったか。
	達成度
	○

	複数の解決案に対し、それが自分たちで実際に設計できるのかということを検討した。様々な新しい知識や技術を学習することができた。しかし、同時に自分の課題が見つかった。それは、実際に自分で使いこなすことが出来なかったことだ。解決案に対しての学習ができても、それを実際に使いこなす能力が欠けていると感じた。また、複合的な技術が必要なものに対しては初歩的なところでつまずいてしまっていたので学習と言っても知識を入れるだけでなく実際に使うということを大切にしていきたいと思った。

	3. 複合的で解が複数存在する課題に取り組んだか。
	達成度
	○

	(1) 複数のアイデアを提案したか。

今まで習ってきた知識、体験して知っていることを組み合わせて複数のアイデアを提案することができた。そのようなアイデアもあったのかという驚きも発見できとてもよかった。しかし、問題点もわかった。それは、私の持っている知識や体験がまだまだ足りないことだ。提案できる案にも限界があり、もっと良い方法があるはずなのに知識や体験がないために中途半端になってしまったものが多かった。複数のアイデアを提案するには、より多くの知識や体験が必要だと痛感した。
(2) 大学で学ぶ複数の知識を応用したか。

エンジニアリング・デザインのすべての過程で大学にて学んだことが応用できた。エンジニアリング・デザインの各過程で必要な基本的な知識や体験は大学のカリキュラム内で初めて知れたことも多かった。技術的なことも直接習ったことは少なかったが、習ったことを応用することで賄え技術も多かった。また、要求定義の過程は大学で演習している内容が多く応用でき、さらに自分で実際に過程をたどることでより大学で学んだ知識の理解が深まった。
(3) 自然や社会への影響(公衆の健康・安全、文化、経済、環境、倫理等)について考察したか。

個人情報を持つportaを扱ったために、倫理問題に関して考察した。すでに作られているものに対しての改造では、うまくそれが扱えない場面にあった。その時は、不便だと思っていたがもしも個人情報の含まれるものが、簡単に外部の人間が扱えるものでは困る。外部の人間から個人情報を守ることは一番に考えないといけない。エンジニリング・デザインを行う際には個人情報を守ることも考えながら行わないといけないことを考えさせられた。また、倫理を扱うことは、公衆の安全にもつながる。私たちがエンジニアリング・デザインの過程を実践することは、倫理問題と密接に関係のあることである。開発者、利用者とその周辺の人々への影響を考えなければ思わぬ問題が起き、それは社会全体の問題にまで発展するかもしれない。それは人だけでなく自然に対しても当てはまる。私はエンジニアリング・デザインを通して、自然や社会に対しての責任力も身に着けていけないと実感した。

	4. 具体的に取り組んだ問題について
	達成度
	△

	(1) 解決すべき課題の内容をよく考察したか。

1つの情報サイトに対して課題が複数あり、複数の分散する情報サイトの内どこまでを対象にするかと言ったことで悩み、実際に自分たちが解決したい課題を絞ることに苦労した。自分たちがやりたいことと出来ることを同時に考えながら解決すべき課題を決めていった。何度も現状把握や問題、目的・目標の過程を繰り返した。そして、解決すべき課題が過程の繰り返しのおかげで見えてきた。自分たちで課題は何なのか考えながら、グループ内では一つひとつを確認しながら進めていけたと思う。お互いに確認することで自分の考えていることがずれてはいないか、また相手の考えていることを確認でき、新しい発見もできグループで課題の内容を考えることの良さに気付けた。
(2) 制約条件を考慮したデザイン(あるいは解決策)となっているか。

私達はアカウントをもっている人を対象とした情報の共有を目標とした。portaという大学の情報共有サイトはアカウントを持っている人でなければ閲覧することは出来ない。そこで、分散している情報をportaに流すことでアカウントを所有する人を対象としたデザインとした。目標としていたところまで達成することは出来なかったが、今後の課題を達成することができれば制約条件の中でデザインを創ることができるだろう。また、与えられた期間内でデザインを完成できなかったことは、計画に無理があったとも言える。今後は、自分のやりたいことをすべてやろうとするのでなく制約の中で自分には何ができるのかということを考えることも大切にしたい。
(3) デザイン(あるいは解決策)の結果をわかりやすく掲示しているか。

大まかな流れや手段を掲示することができた。作業や手段の説明を図式化することで知識がない人にも流れをつかんでもらえるようなものに仕上げた。また、実装の部分は過程のスクリーンショットを段階的に載せることでこれもまた流れを掴みやすくなっている。しかし、全体的に細かな作業や手段の説明をしなかったので、全く知識のない人にはわかりにくいものになっているかもしれない。誰を対象に掲示するかでわかりやすさにも違いが出てくる。今後結果を示す際は誰を対象としているかの検討も重要になってくることが分かった。
(4) 専門分野の知識を研究活動へと応用したか。

今回扱った技術的な知識は研究活動に直接使うものはないかもしれない。研究活動へと応用できない課題の取り組みだったことは残念なことであった。しかし、今回の専門的なものへの活動で身に着けた現状の把握や問題の発見、課題設定などといったながれやのや情報倫理に関しては自分の研究活動に応用できると思う。また、もしかしたらこれから応用できることになるかもしれない。その時は積極的に今回得た知識を使っていきたいと思う。


